






ンといった「屋内」で食事をすることを想像するかもしれない。写真 1 を見てほしい。こ 
の写真は、台湾の台北市で撮影した日常の一コマである。人々が歩道の上にテーブルを並べ 















1　本稿は、筆者が 2014 年 12 月 9 日から 12 月 14 日まで台湾に滞在していた期間の記録による。また本調 
査は、科学研究費補助金（特別研究員奨励費）による研究成果の一部である。
2　自営業者の定義は慎重に検討する必要がある。本稿で想定する自営業者は 1名から 5名程度の事業規模 
である。ただし、定義については、制度的な条件（店舗設置の手続きや税制など）を考慮して精査して 
いきたい。
写真 1　台北市の路上にある飲食店 写真 2　移動型の販売
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が興味深いため、このエリアはまるで楽園のようである。
　この地域でひときわ目を引いたのは、移動型の販売店（主に飲食系）が多いことである。 
写真 2 は、その典型である。販売方法は車輪のついた台に商品（このお店では、麺類とご飯 
類）を置いて売るというシンプルなものである。女性の販売者が多い印象であるが男性も同 
様に見かけられた。販売単価は商品によって異なるが、飲食系の商品は 30元から 100元（日
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